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北
村
虎
王

賑わいと春を呼ぶ芝桜
　喜楽のビアガーデン跡地の庭園一面
に咲き誇った芝桜。女将の小牟田さん
と調理長が３年前から管理されてきた
そうです。小牟田さんは、「地域のに
ぎわいの場になれば」と話し、花の時
期には無料開放されていました。
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